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シエア松塚将棋クラブ N0283
令和 6年 3月 21日 (木 )1_生m堕全」立墨塗

例会は原貝|」 木曜 日   次は 3月 28日

04月 から令和 6年上半期 (4月 ～ 9月 )になります
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ので、 の

め て い

△
1 500 を の さんに 1

フ 会に参加 して会員 と対局を楽 しみ 第 ′●
7ヽ

十

将棋を通 して人格を高める、のが基本だと考えてい
ます。それが健康上の問題や家庭の事情など様々な
理由で数か月、例会を欠席され、これからも例会に出
席できる見込みがない方は一旦クラブを退会 され
て、例会に参加できる条件が整えば、
ブ入会の申し込みをしてください

改めて ク ラ

O N0282詰将棋問題は 7名 の方から解答が寄せられ
設楽二冠、花田さん、中さんが 3間 とも正解
佐々さん、上野さん、野末さん、青田さんが 2問正解
でした
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第 1問

第 2問

第 3問

N0282詰将棋解答 (9手詰め)

1.● 3五角 2.02四 歩 3.● 2五桂 4.0同桂

5。 ●4三飛成 6.02二玉 7.● 3三角成 8。 01-玉 9.n4-竜
1.● 3三銀 2.03四 玉 3.05二馬 4.04三銀

5。 ●2六桂 6。 02三 玉 7.● 3二飛成 8.0同銀 9.白 3四馬

1.由 7六銀 引 2.05四 玉 3。 ●6三角 4.0同金

S.白 4二竜 6.06四 玉 7.05五角 8.01司 玉 9.● 4四竜

玉 置 二 段 34 上 野 二 段 33 花 田 三 段 宮本

日 匡 |
二 段 35 設 楽 二 冠・三段 6 野末 二 段 生 野

津 田 佐 々 初段 22 蒼天

中 二段 37 秋 山 段 20 狩 野 初段 3

言 特 継 丼 本 状 況
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持
将
模

（引
き
分
け
）
の
定
跡

の
誕
生
か
―
―
。
食
月
４
日
、
爾

曲
集
魚
・津
市
で
指
さ
れ
た
第
盤
鶏

標
玉
戦
五
番
勝
負
第
１
局
が
、
将

棋
界
や
フ
ァ
ン
ら
に
衝
撃
を
与
え

た
。
後
手
番
と
な

っ
た
挑
戦
者

。

伊
藤
匠
七
段
（２１
）
の
持
将
棋
を
狙

っ
た
作
戦
に
、
藤
丼
聡
太
模
五

（驚
）
が
応
じ
、
早
い
時
間
に
引
き

分
け
に
な

っ
た
か
ら
だ
。

．将
糠
は
、
押
意
の
戦
法
に
誘
艤

し
や
す
い
先
手
が
や
や
有
利
と
書

わ
れ
、
２
０
２
３
年
度
の
公
式
戦

で
は
先
手
勝
率
は
５６
の
。
後
手
が

そ
の
不
利
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

引
き
分
け
を
狙
う
戦
略
は
今
ま
で

も
あ

っ
た
。
特
に
藤
丼
楳
王
は
先

手
纂
で
圧
倒
的
に
強
く
、
卸
年
一厩

の
勝
率
は
％
の
。
そ
の
先
手
薔
を

引
き
分
け
に
持
ち
込
め
れ
ば

‐、
一先

手
を
交
互
に
持
ち
な
が
ら
複
数
滞

を
戦
う
タ
イ
ト
ル
戦
で
、
藤
井
糠

王
が
独
占
す
る
８
冠
を
崩
す
可
能

性
が
高
ま
る
。

引
き
分
け
に
は
２
種
類
あ
り
、

多
層
さ
れ
て
き
た
の
は
、
同
じ
濤

国
が
繰
り
返
さ
れ
て
引
き
分
け
に

」!
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な
る

「千
日
手
」
。　
一
方
で
、
条

件
が
厳
し
く
、
成
立
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
多
い
「持
将
棋
」

を
最
初
か
ら
狙
う
棋
士
は
い
な
か

っ
た
。

藤
井
穣
玉
悩
ま
す

将
棋
は
前
に
進
む
駒
が
多
く
、

縦
横
９
列
ず
つ
の
将
棋
盤
で
、
相

手
側
に
近
い
横
３
列

（敵
陣
）
に

玉
が
到
達

（入
玉
）
す
る
と
捕
ま

り
づ
ら
い
。
双
方
の
玉
が
敵
陣
に

入
っ
て
詰
む
見
込
み
が
な
く
な
る

と
、
玉
を
除
く
持
ち
駒
を
点
数
化

し
、
両
者
と
も
規
定
の
点
数
以
上

が
あ
っ
て
、
双
方
が
合
意
す
れ
ば

引
き
分
け
と
な
る
。

伊
藤
七
段
は
Ａ
Ｉ
（人
工
知
能
）

を
活
用
し
た
事
前
研
究
が
深
い
棋

士
Ｌ
し
て
知
ら
れ
る
。
棋
王
戦
第

っ
た
。
伊
藤
七
段
は
研
究
に
沿
っ

て
時
間
を
使
わ
ず
に
進
め
、
藤
井

棋
王
の
玉
を
前
方
に
追
い
や
り
つ

つ
、
自
身
の
玉
の
進
軍
ル
ー
ト
を

作
り
上
げ
、
午
前
か
ら
持
将
模
が

予
想
さ
れ
る
展
開
に
な
っ
た
。
持

将
棋
に
し
て
は
早
め
の
午
後
５
時

半
過
ぎ
に
１
２
９
手
で
引
き
分
け

と
な
っ
た
。

め
っ
た
に
成
立
し
な
い
持
将
棋

に
誘
導
し
た
伊
藤
七
段
の
技
量
は

見
事
で
、
そ
れ
ま
で
４
０
０
局
以

上
の
公
式
戦
を
指
し
て
き
た
藤
井

棋
王
に
と
っ
て
初
め
て
の
結
果
だ

っ
た
。
終
局
後
、
伊
藤
七
段
は
・

「
（敵
陣
へ
突
進
す
る
）
入
玉
を

目
指
す
の
は
予
定
の
方
針
だ
っ

た
」
と
用
意
し
た
作
戦
の
一
つ
だ

っ
た
Ｌ
明
か
し
、藤
井
棋
王
は
「伊

藤
七
段
の
手
の
ひ
ら
の
上
、
と
い

う
将
根
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
Ｌ

苦
笑
し
た
。
そ
の
２
日
後
、
藤
丼

棋
王
に
対
策
を
尋
ね
た
が
、

「相

手
の
プ
ラ
ン
を
阻
止
す
る
の
が
難

し
く
、
ど
・っ
す
べ
き
か
は
今
後
の

課
題
」
と
悩
ま
し
げ
だ
っ
た
。

将
棋
な
ど
頭
脳
ス
ポ
ー
ツ
に
詳

し
い
古
作
登
。
大
阪
商
業
大
助
教

は

「相
当
研
究
し
て
い
な
い
と
、

後
手
は
２７
点
以
上
な
ら
勝
ち
と

し
、引
き
分
け
が
な
い
「２７
点
法
」

と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ル
を
採
用
し
て

い
る
。　
一
方
、
プ
ロ
の
公
式
戦
は

双
方
が
２４
点
以
上
あ
れ
ば
合
意
の

上
で
持
将
模
に
す
る
。

将
棋
対
局
の
ネ
ッ
ト
中
継
で
形

勢
を
数
値
で
示
す
Ａ
Ｉ
は
、
こ
の

引
き
分
け
の
な
い
２７
点
法
が
取
ら

れ
て
い
る
た
め
、
持
将
棋
に
近
づ

く
ほ
ど
Ａ
Ｉ
の
評
価
値
は
不
正
確

に
な
る
。
実
際
、
模
王
戦
第
１
局

の
終
盤
で
は
、
Ａ
Ｉ
は
藤
丼
棋
王

の
勝
率
６０
ち
鷺
の
と
示
し
て
い

た
。研

究
藩
性
化
の
契
機

古
作
助
教
は
、
Ａ
Ｉ
の
数
値
に

頼
ら
ず
に
、
手
順
を
精
査
し
な
い

と
今
回
の
作
戦
に
は
た
ど
り
着
け

な
い
と
し
て

「後
手
番
の
有
力
な

戦
術
を
編
み
出
し
た
可
能
性
が
あ

る
」
と
た
た
え
る
。
藤
井
棋
王
は

日
本
将
棋
連
盟
が
発
行
し
た
書
籍

の
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
将
棋

の

「結
論
」
に
つ
い
て
、

「２４
点

法
」
の
ル
ー
ル
で
対
局
者
が
最
善

を
尽
く
し
合
う
と
持
将
棋
引
き
分

け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想

し
て
お
り
、
古
作
助
教
も

「そ
の

可
能
性
は
高
い
」
と
賣
同
す
る
。

を
持

せ
い
　
し

世
弐

つ
将
模
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
た
芝

。
岡
山
県
立
大
助
教
は

「Ａ

Ｉ
同
士
の
対
局
で
は
、
年
々
先
手

の
勝
率
が
上
が
っ
て
い
る
。
持
将

模
の
手
順
を
外
す
こ
と
も
で
き
る

の
で
、

（伊
藤
七
段
の
）
持
将
棋

戦
術
が
こ
の
ま
ま
確
立
す
る
と
は

思
え
な
い
」
と
指
摘
し
、
見
方
が

割
れ
た
。
ま
た
、

「依
頼
が
あ
れ

ば
２４
点
法
に
Ａ
Ｉ
を
対
応
さ
せ
る

準
備
は
し
て
い
る
」
と
言
う
。

３
月
３
日
、
伊
藤
七
段
が
再
び

後
手
番
と
な
う
た
模
王
戦
第
３
局

も
第
１
局
と
同
じ
角
換
わ
り
の
戦

型
に
な
っ
た
が
、
藤
丼
棋
主
は
第

１
局
と
違
う
展
開
を
選
び
、
持
将

棋
手
順
を
回
避
し
た
。

そ
れ
で
も
、
ト
ッ
プ
棋
士
の
一

人
、
中
村
太
地
八
段
は

「持
将
棋

を
最
初
か
ら
狙
う
発
想
自
体
が
な

か
っ
た
。
先
手
有
利
と
思
わ
れ
て

い
た
定
跡
の
先
に
、
持
将
棋
の
手

順
を
見
い
だ
し
た
伊
藤
七
段
が
さ

す
が
で
、
先
手
は
こ
の
定
跡
を
避

け
る
よ
り
な
い
。
今
後
、
将
棋
界

で
持
将
棋
研
究
は
盛
ん
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
っ
た
」
と
話
す
。

持
将
棋
戦
略
は
、
ど
の
よ
う
な

広
が
り
を
見
せ
る
か
。
成
り
行
き

が
注
目
さ
れ
る
。　
　
摯丸
山
進
醸

笞
鰤
之
は

『饂
勒
鰈
蝙
封
』鑢

藝
涸

棋王戦五番勝負第 1局に臨む藤井聡太棋王 (手前右)と挑戦者の伊
藤匠七段 (同左 )一富山県魚津市で 2月 4日 (日本将棋連盟提供 )

今
回
の
よ
う
な
持
将
棋
の
手
順
は

見
つ
け
ら
れ
な
い
」
と
伊
藤
七
段

の
研
究
の
深
さ
に
篤
く
。

双
方
が
入
玉
し
て
詰
ま
な
い
形

が
得
意
と
し
、
Ａ
Ｉ
が
最
も
推
奨
　
局
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
大
会
で
は
、

す
る
角
換
わ
り
戦
法
を
受
け
て
立
　
持
ち
駒
の
点
数
が
先
手
は
２８
点
、

１
局
で
は
、
先
手
番
の
藤
丼
棋
王
　
に
な
っ
た
場
合
、
Ａ
Ｉ
同
士
の
対
　
　
　
一
方
、

「白
ビ
ー
ル
」
の
通
称


